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日本共産党の活動について紹介します。
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新コンビで❷議席回復必ず !!
久永 長坂新現

予定
候補に 2氏を発表

　1968 年 7月、宮崎県生まれ。大府市、名古
屋市で学童保育指導員。2007 年 4月、大府市
議に初当選。3期目。夫、子ども 4人、母と
ミックス犬の 7人＋1家族。横根町名高 91-1。
携帯 090-1758-3521　Fax 0562（44）3245

活動
地域

中央・朝日・大東・桃山・
若草・横根・北崎・北山・
追分・東新・共栄・梶田・
長根・神田

    日本共産党大府市委員会は 2019 年 4 月市議選に、現職・
久永かずえ市議に加え新人・長坂よしのり党市政策委員長を
擁立。今期途中で失われた議席を回復し 2議席実現をめざす
と発表しました。
　前回、市民の皆様のご支援で与えていただいた共産党の２
議席は、途中で久永市議だけになりました。もう 1人の森山
市議が昨年９月、「共産党でやる気はなくなった」と離党し
たためです。共産党という事でご支持を頂いた方を裏切るこ
とになり心よりお詫びします。来年の市議選で、改めて共産
党の２議席を回復し「市民が主人公」の市政へブレずに全力
をつくします。ご理解、ご支援をよろしくお願いします。

　森山市議は「日本共産党だから森山を
支持したという方には大変申し訳ない」
が「「私の議員活動に何の変りもない」
と言い訳しています。しかし共産党を離
党後はどうでしょう。それまで反対して
いた議員報酬の引き上げや国保税の引き
上げ ( 今回 1世帯 2万円引き上げ ) にも
コロリと賛成です。これは「大きく変わっ
た」ということではないでしょうか。

　12 年前、ゼロ歳だった 3男も中学生になりました。「保
育園に入れない」 「教室にエアコンがほしい」 …子ど
もたちが成長する過程で保育園や学校の問題に自らも
ぶつかる中で、 子育て中の親の声をまっすぐに大府市
に伝えてきました。
　引き続き市民に寄り添い、 解決に向けとりくむ姿勢を
大事にし、 他会派の議員のみなさまとも一致できる点
で協力しながら、 よりよい大府市のために努めてまいり
ます。

くらしと平和守る日本共産党の 2議席を
   5 年余の安倍政権のもとで、アメリカ言いなりに軍事費を
大幅に増額、福祉・くらしの予算は大幅削減̶̶大企業言い
なりの政治が続き、労働者の健康は破壊され、企業も社会も
なりたたなくなっています。それだけに、地方自治体が市民
のくらしを守る防波堤の役割を果たすことが求められます。
　日本共産党大府市議団は、保育園の増設、小・中学校の普
通教室にエアコンを、ふれあいバスの増便など切実な市民要
求の実現に向け奮闘してきました。



子育て支援
●18 歳まで医療費無料化
●学校給食無料化。自校直営方
　式を維持
●中高生の居場所を

老後の安心
●介護難民を生まない市の独自
　策強化を
●介護支援手当の新設を
●国民年金で入れる特養ホーム
　の建設を

安全なまち
●予想される大地震への対策強
　化。住民を結ぶ情報網整備
●通学路の安全点検
●水害対策、防犯体制強化
●助け合える地域づくり

久永
願い実現へ
力を合わせ
ましょう

財源は

億円
財政調整基金で、何にでも使えるお金で
す。市民のくらし優先で有効に使うよう
に提案します。

かずえ

久永さんとともに　私もがんばります
すやま初美●参議院愛知選挙区

　政治を動かし変えていく力は「市民と野党の共闘」です。国民・市
民の思いにまともにこたえるウソのない政治へ、市政でも国政でも日
本共産党を伸ばして下さい。私・すやま初美も、久永かずえさんとと
もにがんばります。

久永

　新・岡村市長に交代して、核兵器と平和をめぐる
新たな動きが̶ 「̶非核自治体宣言」に続き国連の
「核兵器禁止条約」を日本政府が批准するように、市が先頭になって
呼びかけることに。中学生の広島被爆体験の学習機会を設けるなど
平和に対する取り組みを積極的に取り入れるようになっています。
大きな変化です。「小中学校の普通教室にエアコン設置の方向」との
発表も、世論に押され遅きに失したとはいえ、良いことです。
　でも「人口増をはかる」としながら、公立保育園の増設や生活道
路の整備などは立ち遅れ。高齢者の方が強く要望する「ふれあいバ
スの利便性向上」「買い物困難者対策」など市民生活を守り、くらし
を支援する政策の遅れが目立ちます。
　くらしの不便、不安を解消し平和で住みよい大府市へ、ご一緒に
声をあげていきましょう。

　日本共産党大府市議団は、市民のくらしを守る立場で議会をリー
ドしてきました。
　●ふれあいバスの増便
　●幼稚園入園金補助の拡大
　●国保税滞納世帯の１８歳未満の人の保険証留め置きの改善
　●議員定数削減との引換えにした議員報酬の引き上げに反対
　●平和行政の推進など
　これからも「市民が主人公」の立場を揺るがずつらぬきます。

不便さや不安の解消を

これまでも
 これからも くらし守って全力


